
（９） （週刊）（昭和31年６月25日第三種郵便物認可）第３２９５号令和６年１０月１日（火曜日）

東北初の無人ロボコン実演クボタと
南東北クボタ

山
形「
つ
や
姫
」収
穫

Ｒ
Ｔ
Ｋ
活
用
で
高
精
度
作
業

小橋社長

　
小
橋
工
業
＝
小
橋
正
次
郎
社
長
、
岡
山
市
南
区
＝
は
、
９
月
か
ら
、
ハ
イ
パ
ー
ロ
ー

タ
リ
４
モ
デ
ル
（
１
シ
リ
ー
ズ
）
の
販
売
を
開
始
し
た
。
従
来
か
ら
あ
る
Ｓ
Ｅ
／
Ｓ
Ｒ

Ｖ
／
Ｓ
Ｒ
Ｚ
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
加
え
、
新
モ
デ
ル
の
Ｓ
Ｖ
を
新
設
。
大
型
ト
ラ
ク

タ
に
対
応
し
た
高
い
耐
久
性
と
機
能
性
を
持
ち
、
要
求
性
能
に
合
わ
せ
て
最
適
な
爪
が

選
べ
、
作
業
環
境
ご
と
の
作
業
能
率
が
ア
ッ
プ
。
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
の
１
台
が
選
べ
る
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充

要
求
性
能
に
合
わ
せ
て
選
択

小橋工業

メリヤスネット展開
包装・出荷に「ノビルネ」

田

中

産

業

田中社長

　
田
中
産
業
＝
田
中
達
也
社
長
、
大
阪
府
豊
中
市
浜
１
―
26
―
21
＝
は
、
９
月
、
農
産

物
の
包
装
・
出
荷
用
メ
リ
ヤ
ス
ネ
ッ
ト
「
ノ
ビ
ル
ネ
（
ｎ
ｏ
ｂ
ｉ
ｒ
ｕ
ｎ
ｅ
）」
の
全

国
一
斉
販
売
を
開
始
し
た
。
強
度
が
強
く
、
様
々
な
農
産
物
や
、
海
産
物
に
も
使
用
で

き
る
も
の
で
、「
玉
葱
」、「
玉
葱
・
み
か
ん
」、「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
」、「
種
籾
消
毒
袋
」

の
各
ネ
ッ
ト
を
用
意
。
複
数
の
色
と
サ
イ
ズ
が
あ
り
、用
途
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
。

旬
房
米
10
周
年
記
念

ホ
テ
ル
×
生
産
者
×
ク
ボ
タ

竹
を
含
む
樹
木
微
粉
砕

Ｄ
ｒ
ａ
Ｃ
ｏ
ｍ

シ
リ
ー
ズ
に

Ｋ
Ｄ
Ｃ‒

700
新
登
場

カルイ

ア
ク
ア
フ
ィ
ル
タ
ー

灌
水
チ
ュ
ー
ブ
の
問
題
を
解
決

川本製作所

ハイパーロータリＳＶモデル

広幅ゲージで両持ちアーム採用

種籾消毒袋

「スイートコーン」ネット 手刈り体験をしたアンドレアス総料理長㊨と黒澤社長

竹を含む樹木全般から野菜の残渣・残幹の植物系の粉砕処理に威力を発揮 高濃度の鉄などを除去する

ピンクが基調の「刈り子ちゃん」

　
実
演
が
行
わ
れ
た
の
は
、

黒
澤
フ
ァ
ー
ム
が
所
有
す
る

整
備
さ
れ
た
大
規
模
圃
場

で
、
５
月
に
ア
グ
リ
ロ
ボ
に

よ
っ
て
田
植
え
が
行
わ
れ
た

特
別
栽
培
米
「
つ
や
姫
」
が

収
穫
期
を
迎
え
て
い
た
。
秋

晴
れ
の
空
の
下
、
黄
金
色
に

輝
く
稲
穂
が
拡
が
り
、
無
人

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
バ
イ
ン
「
Ｄ

Ｒ
Ｈ
１
２
０
０
Ａ
―
Ａ
」
が

登
場
す
る
と
、
来
場
者
の
視

線
を
一
気
に
集
め
た
。
こ
の

コ
ン
バ
イ
ン
は
完
全
無
人
で

稲
や
麦
の
刈
取
り
が
可
能
で

あ
り
、
農
家
が
抱
え
る
人
手

不
足
や
作
業
効
率
の
向
上
を

目
指
し
た
最
先
端
技
術
だ
。

　
南
東
北
ク
ボ
タ
の
矢
部
健

社
長
は
挨
拶
で
「
こ
の
無
人

コ
ン
バ
イ
ン
は
、
刈
取
り
の

順
序
を
自
動
で
計
算
し
、
効

率
的
に
作
業
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
は
ク
ボ
タ
の
最
新
技
術

の
結
晶
で
あ
り
、
東
北
初
の

実
演
で
す
。
農
業
人
口
が
減

少
す
る
中
、
ス
マ
ー
ト
農
機

の
普
及
が
我
々
の
使
命
で

す
。
生
産
効
率
を
高
め
、
農

家
の
皆
様
を
支
援
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
実
演
が

は
じ
ま
っ
た
。
数
日
前
の
大

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
圃
場

の
状
態
は
良
好
だ
っ
た
。
無

人
で
正
確
に
稲
穂
を
刈
り
取

る
コ
ン
バ
イ
ン
の
動
き
に
、

参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が

上
が
っ
た
。
開
発
当
初
は
、

安
全
性
や
作
業
の
難
し
さ
が

課
題
と
な
っ
た
が
、
同
機
に

は
最
新
の
Ａ
Ｉ
画
像
認
識
や

ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
を
組
み
合

わ
せ
た
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム

が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
人
の

み
を
検
知
し
な
が
ら
作
業
を

中
断
す
る
こ
と
な
く
安
全
の

作
業
を
進
行
で
き
る
。

　
ま
た
、
圃
場
の
約
９
割
を

無
人
自
動
運
転
で
収
穫
で
き

る
。
最
外
周
部
分
を
手
動
で

１
回
刈
る
だ
け
で
、
残
り
は

自
動
で
作
業
が
進
む
。
収
穫

物
の
損
失
を
最
小
限
に
抑
え

る
技
術
や
、
圃
場
の
角
部
で

の
刈
取
り
、
詰
ま
り
の
自
動

解
除
と
い
っ
た
技
術
が
駆
使

　
新
し
い
ハ
イ
パ
ー
ロ
ー
タ

リ
は
爪
・
耕
幅
・
本
体
仕
様

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
拡
充
。

新
モ
デ
ル
の
Ｓ
Ｖ
―
１
は
業

界
初
の
シ
ン
グ
ル
ミ
ッ
シ
ョ

ン
仕
様
で
、
最
大
適
応
馬
力

１
０
６
PS
、最
大
耕
幅
2.8
ｍ
。

従
来
モ
デ
ル
よ
り
も
機
能
を

充
実
さ
せ
な
が
ら
、
シ
ン
グ

ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る

こ
と
で
、
軽
量
か
つ
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実
現
し
て

い
る
。
耕
幅
は
2.2
〜
2.8
ｍ
で

フ
ラ
ン
ジ
仕
様
と
ホ
ル
ダ
仕

様
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
60
〜

１
０
６
PS
の
ト
ラ
ク
タ
に
対

応
。

　
４
モ
デ
ル
の
共
通
特
長
と

し
て
、
要
求
性
能
に
合
っ
た

爪
の
選
択
肢
が
大
幅
に
広
が

っ
た
。
新
型
の
快
適
Ｚ
爪
、

Ｓ

爪

に

加

え
、
従
来
は

オ
プ
シ
ョ
ン

販
売
の
み
で

あ
っ
た
爪
も

標
準
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
。
圃

場
の
土
質
や

水
分
な
ど
作

業
環
境
に
合

わ
せ
て
適
し

た
性
能
（
す

き
込
み
性
能

・
砕
土
性
能

・
土
抜
け
性

能
・
耐
摩
耗

性
な
ど
）
が

選
択
で
き
る
。

　
新
快
適
Ｚ
爪
（
Ｋ
Ｚ
２
６

０
５
／
Ｋ
Ｚ
２
７
０
５
）は
、

従
来
爪
（
Ｈ
Ｓ
２
５
９
６
Ｚ

／
Ｈ
Ｓ
２
９
９
５
Ｚ
）
に
比

べ
、
す
き
込
み
性
能
が
向
上

し
、
作
業
速
度
ア
ッ
プ
や
耕

う
ん
回
数
の
低
減
に
よ
り
、

耕
う
ん
作
業
能
率
が
20
〜
33

％
改
善
。
ま
た
耐
摩
耗
性
も

ア
ッ
プ
し
、
摩
耗
寿
命
が
約

1.2
〜
1.4
倍
向
上
。

　
新
Ｓ
爪
（
Ｓ
Ｅ
２
４
１
２

Ｚ
）
は
、
従
来
爪
（
Ｓ
Ｋ
２

４
１
２
Ｚ
）
に
比
べ
、
砕
土

性
能
を
維
持
し
つ
つ
、
耐
摩

耗
性
が
向
上
し
、
摩
耗
寿
命

が
約
1.8
倍
に
な
っ
た
。

　
低
馬
力
で
汎
用
性
が
高
い

ハ
イ
パ
ー
Ｚ
爪
（
Ｈ
Ｓ
２
５

９
６
Ｚ
／
Ｈ
Ｓ
２
９
９
５

Ｚ
）
や
高
い
耐
久
性
を
持
つ

強
力
爪
（
Ｆ
２
６
１
１
Ｚ
／

１
１
３
Ｅ
Ｚ
）
な
ど
、
従
来

か
ら
人
気
の
あ
っ
た
爪
も
標

準
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

　
ま
た
新
た
な
機
能
も
追
加

し
た
。
簡
単
・
安
全
に
エ
プ

ロ
ン
の
跳
ね
上
げ
が
で
き
る

ク
イ
ッ
ク
ア
シ
ス
ト
を
装
備

し
、
ガ
ス
ス
プ
リ
ン
グ
の
作

用
で
エ
プ
ロ
ン
を
跳
ね
上
げ

る
と
き
の
負
担
を
約
70
％
軽

減
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
安
全

か
つ
楽
に
行
え
る
。
ア
シ
ス

ト
は
自
動
ロ
ッ
ク
機
構
付
き

で
、
誤
作
動
を
防
止
。
エ
プ

ロ
ン
に
は
土
が
付
着
し
に
く

い
ス
テ
ン
レ
ス
を
採
用
。
整

地
性
能
を
高
め
、
錆
を
防
止

す
る
。
ホ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
は
広

幅
で
、
Ｓ
Ｖ
―
１
／
Ｓ
Ｒ
Ｖ

―
１
は
幅
20
㎝
。
ロ
ー
タ
リ

の
耕
深
が
よ
り
安
定
す
る
。

ま
た
強
固
な
両
持
ち
ア
ー
ム
。

【
希
望
小
売
価
格（
税
込
）】

▽
Ｓ
Ｅ
２
４
１
Ｋ
Ｚ
Ｔ
―
４

Ｌ
＝
１
３
２
万
６
６
０
０
円

▽
Ｓ
Ｖ
２
８
１
Ｋ
Ｚ
Ｔ
―
４

Ｌ
＝
１
６
４
万
２
３
０
０
円

▽
Ｓ
Ｒ
Ｖ
２
８
１
Ｊ
―
２
Ｌ

＝
１
９
１
万
８
４
０
０
円
▽

Ｓ
Ｒ
Ｚ
３
５
１
Ｊ
―
２
Ｌ
＝

２
６
６
万
９
０
０
円
。

　
同
社
は
収
穫
資
材
、
ゴ
ア

テ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を

展
開
し
、
生
産
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
が
、
今
年

70
周
年
を
迎
え
、
積
極
的
な

商
品
展
開
を
進
め
て
い
る
。

今
回
は
農
産
物
の
包
装
・
出

荷
用
メ
リ
ヤ
ス
ネ
ッ
ト
の
販

売
を
開
始
し
た
。

　
同
商
品
は
通
気
性
の
良
さ

と
高
い
強
度
を
備
え
、
把
手

付
き
（
「
玉
葱
」
ネ
ッ
ト
、

「
種
籾
消
毒
袋
」）
は
持
ち

運
び
が
し
や
す
く
、
色
展
開

と
不
織
布
ラ
ベ
ル
付
（
「
種

籾
消
毒
袋
」）
で
管
理
が
簡

単
に
な
っ
て
い
る
。

　
ノ
ビ
ル
ネ
「
玉
葱
」
ネ
ッ

ト
の
主
な
対
象
内
容
物
は
、

玉
葱
、
芋
、
カ
ボ
チ
ャ
、
赤

系
の
根
菜
な
ど
。
ま
た
、
水

産
物
（
タ
コ
、
貝
類
等
）
に

も
対
応
す
る
。
下
部
に
白
把

手
が
付
い
て
い
る
の
で
持
ち

運
び
が
楽
。
サ
イ
ズ
と
色
の

組
み
合
わ
せ
で
３
種
類
を
用

意
。
①
容
量
10
㎏
（
35
×
60

㎝
）・
本
体
色
Ｋ
赤
、
②
容

量
10
㎏
（
35
×
60
㎝
）・
本

体
色
赤
、
③
容
量
20
㎏
（
42

×
82
㎝
）・
本
体
色
赤
。
共

に
口
ヒ
モ
付
。
①
と
②
は
入

数
が
１
０
０
０
枚
、
③
は
５

０
０
枚
。

　
ノ
ビ
ル
ネ
「
玉
葱
・
み
か

ん
」
ネ
ッ
ト
の
主
な
対
象
内

容
物
は
、
玉
葱
、
芋
、
柑
橘

類
、
赤
系
の
根
菜
、
水
産
物

（
貝
類
等
）。
用
途
に
合
わ

せ
て
３
種
類
の
サ
イ
ズ
か
ら

選
べ
る
。
①
容
量
２
㎏
（
23

×

30
㎝
）・

本

体

色

Ｋ

赤
、
②
容
量

３
㎏
（
23
×

40
㎝
）・

本

体
色
Ｋ
赤
、

③
容
量
５
㎏

（

30

×

45

㎝
）・
本
体
色
Ｋ
赤
。
共
に

口
ヒ
モ
付
で
、
入
数
は
２
０

０
０
枚
。

　
ノ
ビ
ル
ネ
「
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
」
ネ
ッ
ト
は
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
に
加
え
て
豆
等
に
対

応
。
下
部
に
白
把
手
が
付
い

て
い
る
の
で
持
ち
運
び
が

楽
。
種
類
は
一
つ
で
、
38
×

65
㎝
・
本
体
色
緑
、
口
ヒ
モ

付
で
、入
数
は
１
０
０
０
枚
。

　
ノ
ビ
ル
ネ「
種
籾
消
毒
袋
」

は
、「
玉
葱
」ネ
ッ
ト
に
比
べ
、

太
い
糸
を
使
っ
て
い
る
の

で
、
生
地
が
丈
夫
。
重
量
物

（
最
大
18
㎏
）
の
梱
包
も
可

能
。
ラ
ベ
ル
あ
り
／
な
し
を

用
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
40
×
65

㎝
、
本
体
色
は
青
・
赤
・
黄

・
緑
・
白
、
ト
ワ
イ
ン
ロ
ー

プ
付
で
、入
数
は
５
０
０
枚
。

　
山
形
県
南
陽
市
の
生
産
者

団
体
、
お
り
は
た
環
境
保
全

協
議
会
は
、
今
年
グ
ラ
ン
ド

ハ
イ
ア
ッ
ト

東
京（
以
下
、

ホ
テ
ル
）
が
提
供
す
る
「
旬

房
米
」
の
栽
培
を
行
い
、
10

年
目
を
迎
え
た
。「
旬
房
米
」

は
、山
形
県
の
主
力
品
種「
つ

や
姫
」
の
中
で
も
食
味
値
80

点
以
上
の
も
の
を
厳
選
し
た

お
米
で
、
食
味
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
に
よ
り
徹
底
し
た
品
質

管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
同
ホ
テ
ル
で
は
、

日
本
各
地
の
豊
か
な
食
材
を

生
産
す
る
地
方
農
家
と
の
交

流
を
深
め
、
質
の
高
い
食
材

を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
山
形
県

南
陽
市
で
誕
生
し
た
の
が

「
旬
房
米
」
だ
。
こ
の
10
周

年
を
記
念
し
、
両
者
は
ク
ボ

タ
と
５
月
23
日
に
田
植
え
イ

ベ
ン
ト
を
、
そ
し
て
、
９
月

26
日
に
は
稲
の
刈
り
取
り
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ホ
テ
ル
の

総
料
理
長
ア
ン
ド
レ
ア
ス

フ
ッ
ク
ス
氏
や
日
本
料
理

「
旬
房
」
の
料
理
長
根
笹
卓

也
氏
の
ほ
か
、
お
り
は
た
環

境
保
全
協
議
会
や
、
そ
の
中

心
的
な
法
人
で
あ
る
黒
澤
フ

ァ
ー
ム
、
そ
し
て
ク
ボ
タ
か

ら
も
多
く
の
関

係
者
が
参
加
し

た
。

　
ま
た
、
今
年

の
収
穫
状
況
や

ス
マ
ー
ト
農
業

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
意
見

交
換
会
も
行
わ

れ
た
。
黒
澤
社

長
か
ら
は
、
今

年
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
自
信
を

持
っ
て
提
供
で

き
る
品
質
の
米

を
収
穫
で
き
た

こ
と
、
ま
た
、

米
価
が
高
く
推

移
し
て
い
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ

　
カ
ル
イ
＝
高
橋
和
成
社

長
、
山
形
県
山
形
市
鋳
物
町

46
―
１
＝
は
、
10
月
か
ら
同

社
の
メ
イ
ン
商
品
で
あ
る
、

樹
木
粉
砕
機
Ｄ
ｒ
ａ
Ｃ
ｏ
ｍ

シ
リ
ー
ズ
に
、
新
機
種
「
Ｋ

Ｄ
Ｃ
―
７
０
０
」
を
追
加
す

る
。

　
Ｄ
ｒ
ａ
Ｃ
ｏ
ｍ
（
チ
ッ
パ

ー
ナ
イ
フ
式
）
「
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―

７
０
０
」
は
、
着
脱
交
換
可

能
な
排
出
ス
ク
リ
ー
ン
の
設

定
に
よ
り
、
竹
を
含
む
樹
木

全
般
、
野
菜
の
残
渣
・
残
幹

な
ど
の
粉
砕
処
理
に
威
力
を

発
揮
す
る
。
ま
た
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―

７
０
０
で
は
Ｄ
ｒ
ａ
Ｃ
ｏ
ｍ

シ
リ
ー
ズ
の
上
位
機
種
と
同

様
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
細
目

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
竹
を
微
粉
砕
し
、
竹

パ
ウ
ダ
ー
に
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。

【
開
発
の
経
緯
】
こ
れ
ま
で

も
ナ
イ
フ
＆
ハ
ン
マ
ー
の
複

合
タ
イ
プ
で
あ
る
「
Ｓ
Ｃ
Ｕ

Ｔ
（
ス
カ
ッ
ト
）
Ｈ
Ｎ
Ｋ
―

６
０
０
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
竹

を
細
か
く
粉
砕
し
た
い
と
い

っ
た
要
望
が
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
Ｄ
ｒ
ａ
Ｃ
ｏ
ｍ
シ
リ

ー
ズ
と
は
異
な
り
、
効
率
良

く
細
か
く
粉
砕
す
る
こ
と
は

難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ナ

イ
フ
仕
様
で
ス
ク
リ
ー
ン
を

　
川
本
製
作
所
＝
髙
津
悟
社

長
、
名
古
屋
市
中
区
大
須
４

―
11
―
39
＝
は
、
チ
ュ
ー
ブ

が
詰
ま
る
、
水
が
赤
茶
色
に

な
る
と
い
っ
た
灌
水
チ
ュ
ー

ブ
の
問
題
を
解
決
す
る
「
ア

ク
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
Ｒ
」
の
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
ア
ク
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、

イ
オ
ン
交
換
樹
脂
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
イ
オ
ン
（
Ｎ
ａ
＋

）
が

水
中
の
鉄
イ
オ
ン（
Ｆ
ｅ
＋

）

に
入
れ
替
わ
る
こ
と
で
、
砂

ろ
過
式
フ
ィ
ル
タ
ー
で
は
不

可
能
だ
っ
た
不
凝
集
態
鉄
、

高
濃
度
の
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
イ

オ
ン
（
Ｍ
ｎ
２
＋

）
を
除
去

す
る
。
薬
剤
を
使
う
必
要
も

な
い
の
で
、
安
心
し
て
水
を

使
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

汚
れ
た
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
に

つ
い
て
は
、
高
濃
度
塩
水
を

使
う
こ
と
で
自
動
的
に
再
生

さ
れ
る
の
で
、
繰
り
返
し
使

う
こ
と
が
で
き
る
。
ろ
過
材

の
再
生
は
全
自
動
タ
イ
マ
ー

制
御
な
の
で
、操
作
も
楽
だ
。

　
導
入
し
た
ト
マ
ト
農
家
か

ら
は
、
「
チ
ュ
ー
ブ
の
詰
ま

り
が
解
消
さ
れ
、
散
水
効
果

が
向
上
し
た
。
今
ま
で
は
シ

ー
ズ
ン
通
し
て
３
、
４
回
チ

ュ
ー
ブ
内
の
清
掃
を
し
て
い

た
が
、
不
要
に
な
っ
た
。
ト

マ
ト
の
根
も
以
前
は
鉄
分
で

汚
染
さ
れ
茶
褐
色
に
な
っ
て

い
た
が
、
今
は
白
く
キ
レ
イ

に
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
や
、

い
ち
ご
農
家
か
ら
は
「
チ
ュ

ー
ブ
詰
ま
り
で
栽
培
管
理
が

大
変
だ
っ
た
が
、
除
鉄
に
よ

っ
て
点
滴
潅
水
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
潅
水
量
の
管
理
が

し
や
す
く
な
っ
た
」
と
評
価

す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
同
社
は
、
水
質
検
査

も
行
っ
て
お
り
、
栽
培
で
井

戸
水
を
使
う
農
家
に
向
け

て
、
井
戸
水
質
を
基
に
し
た

適
切
な
導
入
プ
ラ
ン
を
提
案

し
て
い
る
。

　
草
刈
り
作
業
に
お
い
て
自

動
化
・
遠
隔
操
作
化
が
注
目

を
集
め
る
が
、
大
事
な
部
分

は
人
の
手
で
行
い
た
い
人
も

多
い
は
ず
。
そ
ん
な
こ
だ
わ

る
人
に
紹
介
し
た
い
の
が
カ

ル
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
＝
木

村
英
志
社
長
、
長
野
県
北
佐

久
郡
立
科
町
山
部
１
２
８
９

―
１
＝
の
新
型
草
刈
用
ナ
イ

ロ
ン
コ
ー
ド
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
刈
り
子
ち
ゃ
ん
」。

安
全
性
と
性
能
を
追
求
し
た

純
国
産
に
こ
だ
わ
っ
た
刈
払

機
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
メ
ー
カ

ー
が
開
発
し
た
、
優
れ
た
切

れ
味
と
耐
久
性
を
両
立
さ
せ

つ
つ
「
ハ
ー
ト
型
」
と
い
う

他
社
に
は
な
い
形
状
と
鮮
や

か
な
ピ
ン
ク
色
の
コ
ー
ド
が

特
長
だ
。

　
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
の
形
状

に
お
い
て
、
一
般
的
に
丸
型

コ
ー
ド
は
耐
久
性
が
高
く
、

四
角
型
コ
ー
ド
は
優
れ
た
切

れ
味
を
有
し
て
い
る
と
い
わ

れ
る
が
、〝
刈

り

子

ち

ゃ

ん
〞
は
そ
の

両
コ
ー
ド
の

良
い
と
こ
ど

り
。
丸
型
の

耐
久
性
能
と

一
つ
の
角
で

優
し
い
切
れ

味
を
実
現
し
て
い
る
。ま
た
、

ツ
イ
ス
ト
と
呼
ぶ
コ
ー
ド
に

ひ
ね
り
加
工
を
加
え
た
こ
と

で
コ
ー
ド
の
角
部
分
が
常
に

対
象
物
に
当
た
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
た
め
切
れ
味
も
更

に
向
上
。
刈
払
機
の
燃
費
向

上
や
静
音
性
に
も
作
用
す
る
。

3.0
㎜
ツ
イ
ス
ト
（
対
角
）

で
25
ｍ
・
40
ｍ
の
ス
プ
ー
ル

パ
ッ
ク
仕
様
で
展
開
。
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
ピ
ン
ク
が
基
調
な

の
で
視
認
性
も
高
い
こ
と
か

ら
、
販
売
店
に
と
っ
て
も
差

別
化
を
図
る
魅
力
的
な
商
品

と
し
て
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　
こ
の
他
、
バ
ッ
テ
リ
ー
式

・
小
型
排
気
量
向
け
「
草
刈

用
軽
量
安
全
ロ
ー
タ
ー
Ｓ
Ｅ

差
込
式
ス
ペ
ア
コ
ー
ド
」
も

注
目
商
品
の
一
つ
。
初
心
者

で
も
簡
単
に
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー

ド
の
装
着
・
交
換
が
で
き
、

本
体
重
量
も
約
80
ｇ
の
軽
量

ボ
デ
ィ
な
の
で
草
刈
機
操
作

も
楽
々
行
え
る
。

交
換
で
き
る
よ
う
に
し
つ

つ
、
オ
プ
シ
ョ
ン
の
細
目
ス

ク
リ
ー
ン
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

【
Ｋ
Ｄ
Ｃ
―
７
０
０
の
主
な

仕
様
】
▽
寸
法
（
全
長
×
全

幅
×
全
高
）
＝
１
１
２
３
×

６
０
０
×
１
０
２
０
各
㎜
▽

重
量
＝
２
０
５
㎏
▽
エ
ン
ジ

ン
種
類
＝
空
冷
４
ス
ト
ロ
ー

ク
傾
斜
形
横
軸
Ｏ
Ｈ
Ｖ
ガ
ソ

リ
ン
エ
ン
ジ
ン
▽
総
排
気
量

＝
２
１
５
㏄
▽
最
大
出
力
＝

5.1
kW
（
7.0
PS
）
▽
最
大
投
入

径
＝
Φ
80
㎜
▽
最
大
処
理
能

力
＝
４
９
０
㎏
／
ｈ
（
1.6
㎥

／
ｈ
）
。

Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
東
京
10
月
９

〜
11
日

　「
第
14
回
農
業
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

（
通
称
：
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
東
京

展
」
が
10
月
９
日
㈬
〜
11
日

㈮
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
か
れ
る
。
主
催
は
Ｒ
Ｘ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
。
例
年
の
国
際

農
業
資
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
、
国
際

ス
マ
ー
ト
農
業
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
、

国
際
６
次
産
業
化
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
、
国
際
畜
産
資
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
、
農
業
脱
炭
素
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
加
え
、
初
め

て
脱
炭
素
・
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ

ク
ス
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
も
開
催
、
関

連
商
品
も
出
展
。
合
計
１
０

０
０
社
が
集
結
す
る
。

た
。

　
稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
稲
を

刈
り
取
っ
た
ほ
か
、
世
界
初

の
無
人
自
動
運
転
で
米
や
麦

を
収
穫
で
き
る
ア
グ
リ
ロ
ボ

コ
ン
バ
イ
ン
「
Ｄ
Ｒ
Ｈ
１
２

０
０
Ａ
―
Ａ
」
を
使
っ
た
ス

マ
ー
ト
農
業
の
実
演
が
行
わ

れ
た
。

　
な
お
、
刈
り
取
っ
た
「
旬

房
米
」
の
新
米
は
、
グ
ラ
ン

ド

ハ
イ
ア
ッ
ト

東
京
の
日

本
料
理
「
旬
房
」
で
、
10
月

１
日
か
ら
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
提
供
さ
れ
る
。

参加したメンバー。収穫で絆を深めた

　
ク
ボ
タ
と
南
東
北
ク
ボ
タ
は
９
月
26
日
、山
形
県
南
陽
市
漆
山
地
区
の
基
盤
整
備
さ
れ
た
大
型
圃
場
で
、業
界
初
、

最
新
の
無
人
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
バ
イ
ン
「
Ｄ
Ｒ
Ｈ
１
２
０
０
Ａ
―
Ａ
」
の
実
演
会
を
開
催
し
た
。
無
人
コ
ン
バ
イ
ン
の

実
演
は
、
東
北
地
方
で
は
初
め
て
。
山
形
県
の
職
員
や
地
元
の
農
業
普
及
所
の
関
係
者
、
担
い
手
農
家
を
集
め
、
そ

の
効
率
化
と
作
業
性
能
を
披
露
し
た
。
ま
た
こ
の
無
人
コ
ン
バ
イ
ン
を
誤
差
数
セ
ン
チ
で
高
精
度
に
サ
ポ
ー
ト
し
た

の
が
、
４
月
に
山
形
県
内
に
南
東
北
ク
ボ
タ
が
設
置
し
た
Ｒ
Ｔ
Ｋ
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
キ
ネ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）
だ
っ
た
。

県や農業普及所、担い手農家、さらに地元の小学生も見学した

無人ロボコンを紹介した南東北クボタの矢部社長

機械の特長など説明

ＤＲＨ1200Ａ―Ａ

備
も
欠
か
せ
な
い
」と
強
調
。

黒
澤
フ
ァ
ー
ム
の
黒
澤
社
長

も
「
ア
グ
リ
ロ
ボ
が
効
率
的

に
動
く
に
は
大
区
画
の
基
盤

整
備
が
不
可
欠
で
す
」
と
述

べ
る
。
農
業
の
就
農
人
口
が

今
後
さ
ら
に
減
少
す
る
な

か
、
ス
マ
ー
ト
農
機
が
活
躍

で
き
る
基
盤
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
実
演
会
に

は
、
米
だ
け
で
な
く
麦
の
収

穫
に
も
対
応
で
き
る
「
汎
用

コ
ン
バ
イ
ン
」
の
可
能
性
に

関
心
を
寄
せ
た
生
産
者
た
ち

も
見
学
に
訪
れ
て
い
た
。
山

形
県
内
で
は
汎
用
コ
ン
バ
イ

ン
の
普
及
は
ま
だ
進
ん
で
い

な
い
と
い
う
が
、
米
以
外
の

作
物
、
特
に
麦
や
大
豆
の
生

産
拡
大
に
伴
い
、
今
後
そ
の

導
入
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

黒澤社長

さ
れ
、
実
演
中
も
ス
ム
ー
ズ

な
動
作
が
見
ら
れ
た
。

　
実
演
後
、
南
東
北
ク
ボ
タ

・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

の
新
妻
敏
弘
部
長
は
、
「
今

回
の
ア
グ
リ
ロ
ボ
の
実
演

は
、
５
〜
10
年
後
の
農
業
を

見
据
え
た
も
の
で
す
。
Ｒ
Ｔ

Ｋ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農

作
業
の
効
率
が
飛
躍
的
に
向

上
す
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。

南
東
北
ク
ボ
タ
は
す
で
に
山

形
県
内
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
を

２
基
設
置
し
て
お
り
、
今
後

は
さ
ら
に
増
設
し
て
県
全
域

を
カ
バ
ー
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。

　
新
妻
部
長
は
「
ア
グ
リ
ロ

ボ
が
真
に
活
躍
す
る
た
め
に

は
、
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
の
整
備

に
加
え
て
、
圃
場
の
基
盤
整

超
音
波
で
害
獣
撃
退
ラ

ボ

テ
ッ
ク

　
ラ
ボ
テ
ッ
ク
＝
吉
川
惠
社

長
、
広
島
市
佐
伯
区
＝
の
超

音
波
式
害
獣
忌
避
装
置「
Ｎ

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
　
Ｌ
Ｔ
Ｎ
―

３
１
０
」
は
、
人
に
は
聞
こ

え
な
い
猪
や
鹿
が
嫌
が
る
超

音
波
を
大
音
量
で
照
射
す

る
。
電
池
式
で
稼
働
す
る
の

で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を

抑
え
つ
つ
、
電
源
の
な
い
と

こ
ろ
や
防
護
柵
を
設
置
し
に

く
い
場
所
に
も
最
適
だ
。

耐久性と切れ味向上
カルエ
ンターハート形ナイロンコード

「玉葱」ネット


